
『乞食こ薫値 J

いつもよく働く靴鷹のもこえ、あるこき、天備が現れ春した。乞食の響になって ・̈.

靴屋勝乞■0響を見ると、うんぜιlしたように富い春した。
「お前が何をしにきたかわtl●さ。しかしわ、私勝

…

きて働
`1て

るのに、   :
家族を義ってらく金にも田っている身分だ。■シは何も持J酬丼1よ。

ヮシの持っている拗 勝二東三寅のガラクタ膠alllだ」

をして、嘩くように、こうつぶやくのでした。「諄んなそうだ、こんなワシに何alをくれ、
くれこ宮う。そして、い春春で、ワシに何かをくれた人0こ、いやしない¨」

乞食け、その富薫を開くこ答え春した。「じ働 、わたしがあなたに何かをあIf●しょう。
お金に日ってllるのならお金をあlf参しょうか。いくらぼしいのですか。宮ってくださ
ら1」                 |
靴犀は、面白いジョークだご思い、築っさ答えきした。「ああ、そうだわ。じゃあ、コ0

0万円くれるa101』

「そう磯 む、では、100万円姜し上r春しょう。
ただし,条件が

'つ

あ
`l春

す。100万円の代糧 :にあなたの足をわたしにくださいJ

「何 r?―nHじゃない fこの足がなl■れば、立つことも歩くこともできやしないただ
や0こった、たった

'00万
円て足を売れるもんか」

「わかι惨した。て勝、1000万円あIf3す。ただし、条件が

'つ

昴 勝す。
1000万円の個詢μ:に、あなたの腕をわたしにください」
「,000万円 ・̈ r?この有腕がなffれば,仕事もて鋳 くなる伝 可愛い子ども

たちの頭もなててやれなくなる。つ春らたことを言うな。1000万円で、この腕うれ
るal r」

り ですか、じゃあ,1億円あIf審しょう。その代料 l、 あなたの日К ださい』
「冒億円¨Or?この目がなけ線 この世界のすけヽ い景色も、セ層や子につた

ちの顔も諄るここがで鋳 くなる。駄目だ、駄日だ。コ億円てこの目がうれ●●l′ 」
するこ、乞食勝官bl●bt.rそぅ

“

か。あなたけさっき、何む持ってないこ

言って審したl■れこ、本当勝、お金に代えられない価値あるものをいくつも持っている
たですね。L●|も、それら勝鋼 もらったものでしよう ・̈」

靴屋勝何t答えるここ●にきず、昴 らく目を開じ、考えこ稗 した。
そして、深くうなずくこ、心にあたたalむ風がR3鼈ように感じ春した。

乞80響は、ここにもあιl審せんでした。
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